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■改訂履歴 

２０１７年１０月１７日。 

 １３ページ、血液中の pH の正常値を補記しました。 

 １３～１４ページ、文字の大きさを調整しました。 

 １７～１９ページ、文字の大きさを調整しました。 

 ２７ページ、植物性ミネラルの文章を修正しました。 

 ３１ページ、誤字脱字を修正しました。 

 ４９ページ、日付を修正しました。 
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堀泰典トリプルドクターご紹介 

 

■経歴 

 医学博士、歯学博士、薬学博士 

 島根県奥出雲町 最高名誉顧問（国津神・神話発祥の地） 

 島根県雲南市  特別名誉顧問（国津神・神話経由の地） 

 温泉学会 理事 

 一般社団法人日本アロマセラピー学会 評議委員 

 筋構成医学研究会 会長 

 健康維新塾 塾長 

 大阪弁護士会 離島ボランティア法律相談会 特別顧問 

 日本旅のペンクラブ 会員 

 日本全身咬合学会 会員 

 日本睡眠学会 会員 

 日本ストレス学会 会員 

 大坂歯科学会 会員 

 日本歯周病学会 会員 

 第 12 回日本運動・スポーツ科学大会 顧問 

 米国財団 SHRF 日本代表主任研究員 

 三重県保険医協会 理事 

 日本口腔生体学研究会 副会長 

 口腔癌免疫研究会 常任理事 

 日本顎頭蓋機能学会 会員 

 超越気功協会 相談役顧問 

 日本歯科東洋医学会 会員 

 日本総合医学会 会員 

 国連支援交流財団 特別顧問 

 日本在宅医療推進支援財団 理事 

 岐阜保健短期大学 非常勤講師 

 昭和大学医学部 客員教授 
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■Who’s Who への掲載 

 Marquis Who's Who in the World 2014 年度版、2015 年度版、2016 年度版に掲載。 

 Marquis Who's Who in Science and Engineering 2016-2017 年度版に掲載 

 Marquis Who’s Who in the Asia 2017 年度版に掲載 

 Marquis Who’s Who in Medicine and Healthcare 2018 年度版に掲載予定 

 

Who’s Who in the World Who’s Who Science and Engineering 

約６万人が掲載

されている世界

で最も権威ある

紳士録。2014 年

版、2015 年版、

2016 年版に堀泰

典博士が掲載さ

れています。 

約３万２千人が

掲載されている

世界で最も権威

ある科学技術分

野の紳士録。

2016 年版に堀

泰典博士が掲載

されています。 

 

■堀泰典博士の取得特許 

 健康用具 日本特許第 1850750 号(1994 年) 

 樹脂成形品及び成形方法並びにその成形装置 日本特許第 2511800 号(1996 年) 

 遠赤外線放射体及び遠赤外線を放射する組成物 日本特許第 2859832 号(1998 年) 

 樹脂成形品の製造方法 米国特許 Patent Number 5,900,198(1999 年) 

 樹脂成形品を製造するための成形装置 米国特許 Patent Number 5,948,446(1999 年) 

 赤外線を放射する有機物の灰 EU 特許第 701839 号(2001 年) 

 赤外線を放射する有機物の灰 中国特許第 137558 号(2004 年) 

 人体に塗布、付着させる組成物 日本特許第 4036295 号(2007 年) 

 身体装着用健康用品 日本特許第 4443201 号(2010 年) 

 ベッド 日本特許第 4705533 号(2011 年) 

 イットリウムを含むミネラルを用いた安心安全な保存料 日本特許第 6161099 号(2017

年) 
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■堀泰典博士の特許証一覧 

日本特許第 1850750 号 日本特許第 2511800 号 

  

日本特許第 2859832 号 米国特許 P.N.5,900,198 
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米国特許 P.N.5,948,446 EU 特許 第 701839 号 

  

中国特許 第 137558 号 日本特許第 4036295 号 
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日本特許第 4443201 号 日本特許第 4705533 号 

  

日本特許第 6161099 号  
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■堀泰典博士の学会発表 

 第 3 回日本顎頭蓋機能学会学術大会にて「顎関節症」についての研究発表。(1995 年 9

月 9 日) 

 第 14 回日本歯科東洋医学会学術大会にて「脳波に関する実験結果」の研究発表。

(1997 年 2 月) 

 第 10 回日本顎頭蓋機能学会学術大会にて研究発表。(1997 年 2 月) 

 第 22 回日本睡眠学会学術集会にて「中赤外線」についての臨床事例発表。(1997 年 7

月 3 日) 

 第 2 回サトルエネルギー学会にて「六分子構造水の臨床への応用」発表。(1998 年 2

月) 

 日本香粧品科学会第 23 回学術大会にて「六分子構造水の臨床への適応」について発

表。(1998 年 6 月) 

 全日本鍼灸学会にて「中赤外線リング」について発表。(1998 年 6 月) 

 第 16 回温泉学会にて「温泉と健康・長寿」についての基調講演。(2012 年 3 月 5 日) 

 同志社大学政策学会講演会にて「現代医療を根幹から問い直す」と題して特別講演。

(2012 年 7 月 13 日) 

 日本臨床カンナビノイド学会にて「日本の医療の盲点とこれから向かうべき道」と題

して特別講演。(2015 年 9 月 27 日) 
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■堀泰典博士の著書 

体内静電気を抜けば病気は怖くない 韓国版 

脳の中では落雷が

起こっている！ 

さまざまな病気の

原因となる体内静

電気とそれと除去

して健康になる方

法。講談社。 

体内静電気を抜

けば病気は怖く

ないの韓国版。 

最後は免疫力があなたを救う 台湾版 

堀泰典博士が３５

年以上にわたって

研究してきた病院

では治らなかった

症状を治す奇跡の

健康法を、免疫学

の世界的権威が解

説。扶桑社。 

最後は免疫力が

あなたを救うの

台湾版。 

韓国版 はだしで大地に立つと病気が治る 

最後は免疫力があな

たを救うの韓国版。 

マキノ出版。 
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地球サミットで発表「世界的なミネラル欠乏」 
 

 環境と開発に関する国際連合会議（通称：地球サミット）は、1992 年に国際連合の主催

によりブラジルのリオ・デ・ジャネイロで開催された、環境と開発をテーマとする首脳レベ

ルでの国際会議です。国連の史上最大規模の会議となり、世界的に大きな影響を与えました。 

 このサミットによると、世界中の農地からミネラルが枯渇してしまったといいます。 

 主な原因は、ダムの建設、下水道の完備、野菜の形を整える程度のわずかなミネラルしか

含まれない化成肥料（窒素、リン酸、カリウム）の使用によると言われています。 

 ミネラル欠乏は農作物に病気や害虫から自らを守る必要な免疫力を奪い、そのために弱っ

た作物を守るために農薬の使用が増えています。そして、それを食べる人間は体に必要なミ

ネラルを十分に含まれていない、農薬の多く使われた野菜・果物を食べることになっている

のです。 

 必然的に人間の免疫力もおのずと低下する結果になり、「がん」を始めとする様々な病気

が発症しやすくなるのは当然と言えます。 
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世界のトップ化学者たちが説く≪ミネラルがいかに重要か≫ 

 

「全ての病気を追及すると、 

ミネラル欠乏にたどり着く。」 
 

ライナス・ポーリング博士 
世界初ノーベル賞を２回受賞した天才生化学者 

「私達の体には７２種類のミネラルが必要である。」 

 

「ビタミンは重要なものだが、 

ミネラルなしでは何もできない。」 
 

アール・ミンデル博士 
ビタミン栄養学の権威「ビタミンバイブル」著者 

 

「ビタミンはミネラルの助けなしには吸収されることもその

機能を果たすこともできない。 

ミネラルは体内で作り出すことはできない。」 

 

「酵素なくして生命なし」 
 

アレクサンドル・オパーリン博士 
生命の起源に関する研究のパイオニアの一人である生化学者 

 

「酵素とはミネラルとタンパク質の結合体。 

つまり、ミネラルなくして生命なし、 

ミネラルは生命活動の基本である。」 
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これらミネラルの重要さをアメリカでは、 

マクガバンレポート（１９７７年発表）により、 

「ミネラルの世界的渇望が、 

  人類の病気の原因である。」 
と発表した。 

 

マクガバンレポート（１９７７年アメリカ上院栄養問題特別委員会により発表） 

 

「ガン、心臓病、脳卒中など先

進諸国に多い病気は、食事や栄

養の摂り方の間違いが根本的な

原因になっている『食源病』で

ある。」と、明確に現代病の原因

を指摘。 

 

 このマクガバンレポートにおいて”ミネラル”が具体的に取り上げられ、そ

の議会記録によると、「アメリカ国民の９９％がミネラル欠乏に陥っている。

ミネラルはバランスが崩れても、わずか何種類かのミネラルが欠けても、カ

ラダが要求する量は顕微鏡的な極微量に過ぎないにも関わらず、我々は病気

になり、苦しみ、生命を縮めるものである。（中略） 

 明らかにタンパク質や糖質、脂質、ビタミンよりも人体の

健康はより直接的に”ミネラル”によって左右されているので

ある。」と記されている。  
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ミネラルの主な働き 

 ミネラルは身体の構成材料としてだけでなく、次のような重要な機能を担っ
ています。 

 

(1)酵素活性化と代謝機能の向上 

 
 

(2)ビタミンの活性化と共同作業 

 
 

大地・水・空気に次ぐ 人類の第４の財産！ミネラル！ 

 ミネラル(mineral)とは、私たちの身体を構成する元素(生体元素、生命

活動に必要な元素)のことをいいます。 

 カラダの 97%は酸素(62.6%)、水素(9.3%)、炭素(19.5%)、窒素

(5.2%)、この 4 つの元素で作られています。残りの 3%が、カルシウム、

リンその他あらゆる種類のミネラル（無機質）です。少ないからといって

存在意義まで小さいわけではなく、その反対に非常に重要な働きをしてい

て、私たちの身体を構成する細胞も多種類のミネラルで構成され、代謝活

動でも中心的な働きをしています。 

 私たちの生命活動は、口から取り入れた栄養素を様々な過程を経て、身

体を構成する約 60 兆個の各細胞内に吸収されることで維持されていま

す。ミネラルは、この代謝機能にかかわる酵素を活性化しています。 

 ビタミンとミネラルは、共同で機能維持の働きをしています。ともに体

内で合成することができないため（一部ビタミンは合成可）、常に摂取し

ていないと不足がちになります。ビタミンはミネラルが不足していると効

果を発揮することができず体外に排出されます。 
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(3)身体の pH 維持機能 

 
 

(4)細胞浸透圧作用の保持・調整機能 

 

 
 

必須ミネラル 

 
  

 私たちの身体は、静脈血で約 pH7.35±0.05(7.30～7.40)、動脈血で

pH7.40±0.05(7.35～7.45)の弱アルカリ性が良好な状態で、身体を酸性に

傾ける物質が入ったときにミネラルは中和する働きをします。炭酸水素が

良い例です。 

 細胞は、細胞膜を通して外部の栄養素を取り入れ、内部の不要物を排泄し

ています。この作用を正常に保つために、ミネラルは細胞内液と外液のバラ

ンスを調整します。 

細胞浸透圧(濃度勾配) 

 一つ一つの細胞は、細胞内側と外側とのもののやりとりを、細胞膜を通

じて行います。例えば、ナトリウムイオンは細胞外の濃度が高く、カリウム

イオンは細胞内の方が高くなっています。細胞は、イオンが高い方から低

い方に流れる濃度勾配(のうどこうばい)を利用して必要な栄養物などを摂

り入れ、二酸化炭素などの老廃物を排出しています。細胞(身体)自体が、ミ

ネラルの微妙なバランスで成り立っていることがここでもわかります。 

 地球上に存在するミネラルは、全部で１１４種類あります。その中で人体

に必要不可欠な１６種類のミネラルを「必須ミネラル」と言います。 

 この１６種類のミネラルが無ければヒトのカラダは機能しなくなりま

す。だからこそ「必須」なのです。 

 その１つ１つの働きを確認していきたいと思います。 
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 ミネラル名(略号) 生理作用 欠乏 

必
須
構
成
七
元
素 

カルシウム(Ca) 
骨を作り上げ、一方で

神経系、筋肉系の働き

を司るミネラル 

 骨、歯などの硬組織を作る。 

 血液をアルカリ性にする。 
 血液の凝固作用に関係する。 

 心筋の収縮作用を増す。 

 筋肉の興奮性を抑制する。 

 刺激に対する神経の感受性を鎮

静する。 
 トリプシンなどの酵素作用を活

性にする。 

 骨粗しょう症。 

 十分に成長しない。 
 骨、歯が弱くなる。 

 神経過敏となる。 

（ビタミン D が不足するとカル

シウムの作用が悪くなり欠乏症

をおこしやすくなる。） 

リン(P) 
骨を作るだけでなく、
広く体内に分布し、エ

ネルギーの発生を始

め、体の代謝を支える

ミネラル。 

 骨、歯などの硬組織を作る。 

 血液中のリン酸塩は、酸やアル

カリを中和する。 
 リン脂質、核酸の成分として働

く。 

 ATP などを作りエネルギーを貯
える。 

 歯が弱くなる。 

 骨折しやすくなる。 

カリウム(K) 
主として細胞内液中

に分布して、ナトリウ

ムとともに大切な物
質交換を営みエネル
ギー発生にも関与す
るミネラル。 

 心臓機能、筋肉機能を調整す
る。 

 細胞内液の浸透圧が一定に保た

れるように調節する。 

 筋力が低下して筋無力症ま
たはマギ状になる。 

 腸がまひして腸閉そく症に

なり膀胱がまひして拡張す
る。 

 知覚が鈍くなり反射が低下
する。 

硫黄(Ｓ) 
含硫アミノ酸として
大切な働きをするミ
ネラル。 

 解毒作用、酵素を活発にさせ、

多糖類を合成するのに役立つ。 

 健康な髪、皮膚、爪のために不
可欠である。 

 ビタミン B 群とともに働き人体

の基本的な代謝に役立つ。 

知られていない。 

塩素(Cl) 
胃液の塩酸生成を行
うミネラル。 

 胃酸の成分となる。 
 肝臓の働きを助けて体の中の老

廃物をスムーズに取り除く。 

 下痢、大量発汗をともな
う、低塩素血症になる。 

ナトリウム(Na) 
組織間液中で浸透圧

の維持を行うミネラ
ル。 

 筋肉、神経の興奮性を弱める。 
 血漿などの細胞外液の浸透圧が

一定に保たれるよう調節する。 

 体液のアルカリ性を保つ。 

 長期におよぶ欠乏の場合は
特に胃酸は減少する。 

 食欲は減退し、筋力は脱力

し、倦怠、精神不安をきた
す。 

（過剰摂取に注意） 

マグネシウム(Mg) 
各種酵素作用の活性
化を行い、神経系にも

ぜひ必要なミネラル。 

 刺激による筋肉の興奮性を高め

る。 

 刺激による神経の興奮性を低め
る。 

 ある種の酵素の作用を活性化す

る。 

 血管が拡張して過度に充血

し、心悸亢進をおこす。 

 神経が興奮しやすくなる。 
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 ミネラル名(略号) 生理作用 欠乏症状 

そ
の
他
の
必
須
微
量
元
素 

鉄(Fe) 
ヘモグロビンやミオグロ

ビンとなり体の組織へ酵

素を補給するミネラル。 

 ヘモグロビンは鉄の酵素の運搬

に、ミオグロビンの鉄は血中の酵
素を積極的にとり入れることに関

係する。 

 各細胞の鉄は、酵素の活性化に関

係し、その利用をよくする。 

 貧血になる。（ヘモグ

ロビン量は減少する） 
 疲れやすく、忘れっぽ

くなる。 

 乳児では発育が遅れ

る。 

ヨウ素(I) 
甲状腺ホルモンの成分で

体の代謝を支えるミネラ

ル。 

 成長期にある者の発育を促進す
る。 

 成人では、糖質をはじめ熱量素の

燃焼をよくし、新陳代謝を活発に

する。 

 甲状腺腫を起こす。 
 肥りすぎる。 
 疲れやすくなる。 

 新陳代謝が鈍り発育が

とまる。 

マンガン(Mn) 
骨や体の組織の正しい機

能を維持するミネラル。 

 骨、肝臓の酵素の作用を活性化す

る。 
 骨の生成を促進する。 

 骨が十分に発育しな

い。 

銅(Cu) 
鉄の働きを助けるミネラ
ル。 

 骨髄でヘモグロビンを作るときに
鉄の利用をよくする。 

 腸管からの鉄の吸収を助ける。 

 ヘモグロビンの生成が
減少し、貧血になる。 

コバルト(Co) 
ビタミン B12 の成分とな
るミネラル。 

 骨髄の造血機能に不可欠で赤血

球、血色素の生成に関係する。 

 貧血になる。 

亜鉛(Zu) 
マグネシウムとともに最

も多く酵素の働きに参加
し、成長、健康の維持に

大切なミネラル。 

 生殖腺ホルモン活動に寄与する。 
 インシュリン分子を構成する。 

 前立腺の正常機能化を行う。 
 炭水化物、エネルギー、ビタミン

A 代謝に関連する。 

 核酸形成とタンパク質合成の必要
物質である。 

 発育不順、難産。 
 性腺機能減退症。 

 生殖腺発育不全、前立
腺肥大、味覚能力低

下、ふけ症。 

 動脈硬化。 
 皮膚炎。 

 糖尿病患者には欠乏症

が多い。 

モリブデン(Mo) 
炭水化物と脂質の代謝に

必要なミネラル。 

 糖質代謝の潤滑化を行う。 
 酸化過程関連不可欠成分となる。 
 銅中毒の予防作用をする。 

 知られていないが子供
の貧血症がアメリカで
報告されている。 

クローム(Cr) 
糖および脂質代謝に必要
なミネラル。 

 酵素、ホルモン活動に不可欠。 

 インスリンと共働作用をする。 
 糖の適正な体内同化作用、いわゆ

る糖耐性要素物質。 

 コレステロール代謝に役立つ。 

 心臓タンパク質の合成をする。 

 糖尿病、高血圧、動脈

硬化、心臓病などをお
こしやすい。 

セレニウム(Se) 
（セレンとも称する） 
ビタミンＥと協力し、酸
化の害を防ぐミネラル。 

 抗酸化剤となる。 

 体内ビタミン E の有効度強化。 

 更年期障害の治療に役立つ。 
 ふけの予防と治療の助けとなる。 
 組織が若々しい柔軟性を保つのを

助ける。 

 肝臓障害、筋無力、早

老。 

 長期多量不足の場合、
消化、排泄器官のガン
を発生招来。 
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現代型栄養失調(栄養の偏り) 

 

 
 

ミネラルの供給源 

 

 現代社会に生活する私たちの食生活では、３大栄養素が摂取過剰で、「一

部のビタミン」と「ミネラル全般」が不足という偏った傾向になりがちで

す。現代型栄養失調とも指摘されます。これは重要な問題で、昨今３人に

１人ともいわれる「がん」になる可能性を高めるのです。 

 がんになると分裂に必要なエネルギーを解糖系から得るために解糖系が

活発に動きます。必然的に乳酸が産生されて組織を酸性に傾けます。 

 がんにならない為にもミトコンドリア系を動かしてエネルギーを得る必

要性があります。それにはミトコンドリアのマトリックスに存在する

TCA サイクルを動かすために必要不可欠な補酵素であるビタミンＢ群や

それと相乗効果を持つミネラルが十分にないとミトコンドリアが働きにく

く、引いては「がん」になりやすい体質になることが考えられます。 

 加えて、食生活の西洋化やファーストフード・インスタント食品・加工

食品が増えたことはもちろん、促成栽培(ハウス栽培・養殖など)された食

材自体にビタミンやミネラルが少なくなっている為、バランスのとれた栄

養を摂取することは不可能といっても過言ではありません。そして、この

現代型栄養失調が、がん・糖尿病・アトピー・ストレス性疾患などの生活

習慣病をまねく大きな要因の一つと考えられるのです。 

 ミネラルは体内で作り出す(合成する)ことができないので、当然食べ物

や飲み物から摂取する必要があります。私たち人間に必要なミネラルの主

な供給源は、野菜・海草などの植物・水・塩です。一昔前までは普通に生

活しているだけで、食事をすれば野菜や塩に含まれるミネラルが、また水

を飲めばそこに含まれるミネラルが摂取でき、身体に必要なミネラルが自

然に充足されていました。現代はどうでしょうか？ 
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野菜の現状 

 

 
  

 日本は土地(農地)が狭い上に、農業の近代化が進み単位面積あたりの収

穫量を追求することになりました。さらに、多くの化学肥料や農薬の使用

も収穫量の追及にはやむを得ませんでした。ところが、これらを背景にそ

こで育つ野菜に含まれるミネラルは急速に減少していったのです。 

 化学肥料は土壌に含まれるミネラル成分を減少させ、また土壌中の虫類

がいなくなってしまうことと同時に土壌中の微生物相を変えてしまいまし

た。この微生物相は、植物が根から土壌中のミネラル分を吸収する際に欠

かせない存在です。農薬の使用は土壌の悪化を招き、農作物に残留するこ

ともあります。 

 同じく収穫量の追求のため、促成栽培や二毛作も行われました。植物が

根から十分なミネラルを吸収するには、十分な時間が必要です。促成栽培

で収穫を早めた作物は、ミネラル分も不十分です。作物栽培に使われた土

壌は一時的にやせるため、回復期間として十分に休ませる必要もあります。

二毛作を行うとやせた土壌を酷使することになり、当然そこで育つ植物の

ミネラル分は不足することになります。 

 加工食品においては、精製・製造段階で少なからずミネラルまで取り除

かれてしまうという問題があります。また、加工食品の多くは保存性をよ

くするために食品添加物が加えられますが、これらはミネラルと強く結合

する性質があるものが多いため、摂取したミネラルも添加物とともに対外

に排泄されてしまう可能性もあります。 



19 

 

水の現状 

 
 

塩の現状 

 
 

ミネラル摂取の誤解 

拮抗作用 

 

 本来、飲料水に含まれるミネラルも重要なミネラル供給源です。 

 しかし、上水のもとになる河川や湖における今日の汚染は、不純物が水

に溶け込んでいるミネラルと反応して不純物とともに沈殿してしまう場合

が多く浄水する過程で取り除かれることもあります。また、日本の河川は

短くヨーロッパなどのミネラルウォーターに比べ、ミネラル成分が圧倒的

に少ないのが実情です。 

 このようなことから、水もあまり期待できるような状況にありません。 

 海の創生時に岩石からミネラル分が溶け出したことで、海水中には豊富

なミネラルが含まれていると言います。しかし、精製の過程で塩化ナトリウ

ム以外のミネラル成分の多くが取り除かれ、栄養素としての価値は極端に

低いものが多くなりそれに加え現代人は塩分の摂りすぎという課題もあり

ますので、ナトリウムの割合が多い塩の利用量には課題があります。 

 摂取するミネラルは、バランスがとれていないと拮抗作用(きっこうさよ

う)を起こします。一つのミネラルだけを摂取しても拮抗作用が働き、どの

ミネラルも単体で過剰摂取すると他のミネラルの吸収を妨げたり体外への

排出を促したりします(例：カルシウムだけを摂取するとマグネシウムの不

足を招く)。それが長期にわたると過剰症の心配もでてきます。 

 カルシウムや鉄など解明されているミネラルだけが強調され、偏る傾向

もあるようです。従いまして、カルシウム・鉄・亜鉛など単体でのサプリ

メント長期摂取はあまりお勧めできません。または、意味がありません。 
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７０種類以上のミネラルを含有！ 

現代人にとって最も理想的な植物性ミネラル 

ヒューミックシェール 
◎約 1 憶年前の森からの贈り物 

ヒューミックシェールとは、1925 年に発見されたアメリ

カ、ユタ州・エメリー郡にある古代植物堆積層（頁岩層）。

今から約 7,000 年～1 憶 2,700 年前の多くの栄養素が含

まれている肥沃な土壌が石油や石炭になることなく、有

機物として奇跡的に残った。恐竜時代のみずみずしく生

い茂っていた植物たちは、氷河期に入ると地下に埋没さ

れバクテリアなどの微生物により、ピートモスという泥

炭に変化。その上に新しい有機物が積み重なり再度バク

テリアなどに分解され、時間の経過とともに堆積層を形

成する。度重なる地殻変動や河川の浸食などにより地表

に姿を現し、1925 年に発見された。形成された堆積層は、様々な栄養素が含有されている。 

(WikiPedia より) 
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普段なにげなく感じている 

身体の不調、気分の落ち込み… 

             

それは、 

ミネラルが不足している 

欠乏症かもしれません。 

私たち人間は、 

体内でミネラルを 

作ることができない。 
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食事などで必要量のミネラルを摂取する必要が 

ある中、その食材自体のミネラルが 

減少し、食生活の変化で更に 

ミネラルを摂取しづらくなっている。 

 

 

 

私たち現代人が抱える 

慢性的なミネラル不足 

なぜ、こうなったのでしょう？ 
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 ・利便性の追求 ・ダムの建設 

 ・快適性の追求 ・化学肥料の普及 

 ・下水道の完備 

 

上記の様に、環境汚染などの影響により 

食物自体に含まれるミネラルが 

昔に比べかなり減少している。 
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ミネラル含有量が 

世界的に大きく減少している。 
 

 

地球規模でのミネラル枯渇 
 

状況は私たちが想像するより 

はるかに深刻。 
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穀類などの精製食品はその精製過程で 

ミネラルが減少し、また、加工食品・ 

インスタント食品・ファーストフード等 

に含まれる「添加物」は、ミネラルの 

吸収を阻害するという弊害がある。 

アメリカ上院議員文書第 264 号 

「何百万エーカーの土地で耕作されている野菜・果物・

穀類にはある一定のミネラルは含まれておらず、それを

いくら沢山食べたとしても私たちはその栄養を摂ること

はできない。 

あるものは栄養面からして、食べ物としての価値がない

程である。」 
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この危機を救おうと 

多くの企業や科学者が 

人工的に開発したミネラル 

それが 

 

 

石炭やカキの殻など岩や貝を砕いて加工され作られる。 

市販される多くのミネラルがこの鉱物性ミネラル。 

 

しかし！ 

鉱物性ミネラルは摂取し続けると危険！ 

●自然が時を超えて生成した植物性ミネラル 

●人工的に加工され作られた鉱物性ミネラル 

２種類のミネラルの違いは？ 

鉱物性ミネラル 
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植物性ミネラル 
 

根酸という有機物によりイオン化

され、根から吸収し、キレート結

合により運搬されやすい形態とな

ったミネラル。バランスが非常に

良く、過剰摂取の心配もなく、安

全性が高い。 

粒子が小さく、吸収率が９８％も

あり、体内での利用効率が抜群。 

鉱物性ミネラル 
 

カルシウムや銅など、一定のミネ

ラルが極端に多く含まれるものも

あり、摂取し続けるとミネラルバ

ランスが崩れ、身体に有害。 

粒子が大きく、５～１０％の吸収

率しかない。 

 

≠ 

 

 

私たちが本当に必要なミネラル、それは 

「植物性ミネラル」 です。 

植物性 

ミネラル 

鉱物性 

ミネラル 
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その植物性ミネラルの宝庫が 

「ヒューミックシェール」 

であると、近年の調査で判明しました。 
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◎含有ミネラル７０種類以上  

私たちは毎日、必須ミネラルを含む７０種類以上

のミネラルが必要と言われています。 

ミネラルの補給はもちろん、有害ミネラルの排出

の効果もあります。 
 

◎抜群の吸収率  

植物性ミネラルは０．００１ミクロンより小さく、 

赤血球のサイズの約６０００分の１で約９８％が

吸収される抜群の吸収率を誇ります。 
 

◎良質なイオン化ミネラル  

イオン化とは電化を帯びた状態のことで、 

体内で吸収されやすくなります。ミネラルがより

高い吸収率で摂り込めるようになります。 
 

◎植物性由来で安全（検査済み）  

植物性ミネラルは、根酸という有機酸により、イオ

ン化あるいはキレート化した安全なミネラルを植

物が根から吸収したものです。野菜を多く食べて

も身体を壊すことが無いのと同様、余分なミネラ

ルは排泄され過剰摂取の心配がありません。 
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「ヒューミックシェール」は、 

現代人にとって最も理想的な 

植物性ミネラルである。 
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◎『現代人にとって最も理想的』な理由とは？ 

「それは、植物性ミネラルであるということ。」 
 

 

◎含有ミネラル７０種類以上 

私たちは毎日、必須ミネラルを含む７０種類以上のミネラルが必要と言われています。 

その７０種類以上のミネラルをバランスよく含んでおり、ミネラルの補給はもちろん、体内の有害ミ

ネラルの排出の効果もあります。 

◎抜群の吸収率 

植物性のミネラルは、赤血球のサイズの約６０００分の１の小さな微粒子で、 

人間や動物の体に約９８％が吸収されると言われています。 

一般的な鉱物性ミネラルの吸収率が８～１２％であることと比べると、その差は明らかです。 

◎良質なイオン化ミネラル 

イオン化とは、水に溶け電荷を帯びた状態のことを指し、体内で吸収されやすくなります。 

イオン化されたミネラルは高い吸収率で体内に摂り込まれるので、イオン化は健康維持や健康促進に

効果的と言えるでしょう。 

◎植物性由来で安全なミネラル(検査済み) 

植物性ミネラルは、根酸という有機物によりイオン化され、植物みずからが根から吸収し、キレート

結合により運搬されやすい形態となり、安全な状態に変化させたものです。 

余分なミネラルは排出され、過剰摂取の心配がありません。 

 

特許取得!! ※ヒューミックシェールについて、下記特許を取得しました。 

イットリウムを含むミネラルを用いた安全安心な保存料 日本特許第 6161099 号(2017 年) 

 ヒューミックシェールに多く含まれる植物性ミネラルは吸収率に優れ、豊富な種類のミネラルを効

率よく摂取できるので、ミネラル不足の現代人にとって最も理想的と言えます。また、ヒューミック

シェールは米国での生産精製なので日本より規格が厳しいので問題ないかと思われます。 

 米国では口に入れるものはすべて、薬であろうがお菓子であろうが農作物であろうが、

ＦＤＡ(食品医薬品局)が認可しなければ販売することができません。 
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ヒューミックシェールの精製方法 
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ヒューミックシェールの精製方法の和訳 

 

 下記は弊社の「Plant Derived Minerals」製造の標準処理手順(SOP)です。 
 私たちは、これまでの経験と最先端技術設備および革新的な生産工程により世界で最

高品質の製品を提供することができます。 
 私たちは、さまざまな形態に加工されて食物および化粧用途に使用される、世界で最

も純度の高い植物由来の液体ミネラルを世界的に販売しています。 
 私たちは、アメリカのユタ州エメリー郡にある TRC 鉱山から腐植土の頁岩を採掘し

ます。腐植土の頁岩は大自然の醗酵プロセスのたまものです。 
 科学者によれば、約 7000 万年前に、地球の肥沃でミネラルを豊富に含む土は、繁茂

した緑の森林を育成し、活力にあふれたみずみずしい野生の果物および野菜を育みまし

た。 
 この時代は、地表の土には少なくとも 84 種のミネラルが含まれていました。 

 この生い茂った植物が岩、泥と一緒に大規模な堆積層を生成しました。 
 堆積層の重さのため、水分は圧縮され、搾り出されました。このようにして、Humic 

shale（腐植土の頁岩）として知られている、純粋な乾燥した有史以前の植物化石が生成
されました。 

 
ステップ 1 

 Humic shale を、エメリー郡ユタの TRC 鉱山から採掘します。 
 採掘した Humic shale は、エメリー郡にある私たちの最新処理設備へトラックで運ば

れます。 
 

ステップ 2 

 私たちのミネラル処理設備では、Humic shale を大きな食品製造用のタンクに入れ、
ミネラル抽出のために、精製された水を注入します。 

 私たちの抽出方法は、溶剤や酸あるいは他の化学薬品を一切使用せず、冷水のみによ
るプロセスです。逆浸透膜で精製した冷水のみ用いており、水溶性のミネラルのみ抽出

されることが保証されています。 
 

ステップ 3 
 Humic shale から水溶性のミネラルが抽出された後、植物由来のミネラルとして知ら

れている水溶液は、不純物を除去するために一連の沈殿槽に送られます｡ 
 製品の最終沈殿槽の後で、細菌や微生物を除去するため、0.5 ミクロンのろ過ユニット

によってろ過されます。 
 品質管理の研究室で製品サンプルをチェックし、規格合格内にあることを確認しま

す。 
 
ステップ 4 

 包装工程は、まず包装設備、包装容器の衛生の確認を行います。さらに、製品の各ロ
ットが十分な品質であることを確認します。 

 また、必要な包装材料はすべて、包装工程での使用に耐えうる必要があります。 
 抽出工程および包装工程で使用される、大きなステンレス鋼タンクやステンレス鋼配
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管と言った装置一式は、濃度 2000ppm の次亜塩素酸ナトリウム溶液で洗浄・消毒を行

う。その後、高温(華氏 185 度)の医療用の基準を全てクリヤーした純水ですすぎを行
い、清潔にします。 

 
ステップ 5 
 商品名「United Minerals Plant Derived Minerals」は 0.5 ミクロンのフィルタで濾過さ

れ、華氏 180 度(摂氏 82 度)で低温殺菌された後、「ホット・フィル」技術でパッケージ
されます。 

 その後、製品は保温貯槽に直ちに転送され、摂氏 76 度以上に管理されながら温度が保
たれます。 

 貯槽中で製品は、最低レベルでも 50-60 ガロン以上の容量を保ち、平均 10-12 分以上
保持されます。 

 

ステップ 6 

 製品が液体の場合、製品容器に華氏 170 度の製品を満たし、酸化を防ぎ鮮度を保つた
めに二酸化炭素を封入し、封止、密封します。 

 全工程はモニターされます。全工程に渡り、衛生状態は維持されます。 
 

ステップ 7 
 製品が粉体の、弊社所有のスプレープロセスにて、スラリー液はスプレードライヤー
を用いて、他の人工物を添加することなく製造されます。 

 乾燥された粉体は 20kilo ファイバードラム缶に梱包され、様々な用途に使われます。
弊社の設備は、「U.S. Pharmacopoeia Standards」に適合した FDA の厳しい cGMP’s に

準拠しています。 
 

ステップ 8 

 完成品の代表サンプルとり、微生物汚染がないことを確認するためのテストを行いま

す。各ロットのサンプル及びテスト結果はトレース可能なように保管されます。 
 

ステップ 9 
 製品が微生物学上の規格範囲内であり、出荷検査をパスすると顧客の仕様書に従い発

送されます。 
 上記プロセスの各ステップの詳細なモニタリングを行い、バッチ製造記録の一部とし
て全て記録され、そのデータは保管されます。 

 完成品はすべて、識別可能なロット番号および有効期限でコード化され、製品が製造
された 3 年後に再テストされます。 

 
 このように、採掘の工程から、抽出工程、パッケージング工程に到る全工程にわたっ

て、現在の我々の基準を満たす厳密な品質管理が行われています。 
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放射線非照射申告書 

 
 

 

放射線非照射申告書の和訳 

我々「United Minerals LLC.」において、我々の製品である 

「Humic Shale/Plant Derived Mineral Powder」は製造プロセス中のいつ何時も、 

放射線の照射を受けることはありません。 

 

                      John L. Byars,     3・28・2016 
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含有ヒューミックシェールの認可 

 
 

UNITED MINERALS 

ＧＦロゴは、製品の品質、完全性、純度の独

立した検証を表しています。ＧＦロゴを搭載

した製品は、厳格なグルテンフリー基準に適

合する比類のない信頼性を表します。 

 
 

ヒューミックシェールはＦＤＡ（食品医薬

品局）が安心安全、適切であると判断した品

で認定されています。 

コーシャーの認定を受けるには、全ての製品

に含まれる全ての成分（製品を調製するプロ

セス）において正統なコーシャーコンプライ

アンスの認定を受けなければなりません。 

世界を牛耳る国際ユダヤですら自分たちの食品と

して位置つけているほど安全安心なものなのです。 
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米国からの成分表 

 



42 

 

  

 

成分・安全性情報 ① 
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成分・安全性情報 ② 
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堀トリプルドクターによる 

「ヒューミックシェールに着眼した理由」 

2009 年 10 月 1 日 
 

「母のアルツハイマー」、「親友の腎臓がん」をきっかけに、認知症とがんの研

究に入る。 
 

結論 

「アルツハイマーもがんも 

ミトコンドリアを活発にすること。」 
 

その為に必要な栄養素として 
 

① ２０種類のアミノ酸 
バリン、イソロイシン、ロイシン、メチオニン、アラニン、プロリン、グリシン、フェ

ニルアラニン、チロシン、トリプトファン、ヒスチジン、アスパラギン、グルタミン、

セリン、トレオニン、リシン、アルギニン、アスパラギン酸、グルタミン酸、システイ

ン 

② ビタミン 
水溶性ビタミン、ビタミンＢ群、ビタミンＢ1（チアミン）、ビタミンＢ2（リボフラビ

ン）、ビタミンＢ3（ナイアシン）、ビタミンＢ5（パントテン酸）、ビタミンＢ6、ビタ

ミンＢ7（ビオチン）、ビタミンＢ9（葉酸）、ビタミンＢ12、ビタミンＣ、酸脂溶性ビ

タミン、ビタミンＡ、ビタミンＤ、ビタミンＥ、ビタミンＫ 

③ ミネラル 
カルシウム、鉄、マグネシウム、マンガン、ケイ素、ナトリウム、硫黄亜鉛、リチウ

ム、カリウム、アルミニウム、コバルト、ニッケル、ストロンチウム 
 

などが必要。 

基本形として７０種類以上のミネラルが必須で、その補給に 
 

「ヒューミックシェール（一度根酸で吸収された植物性総合ミネラル） 

 が最も理想的」と結論づけた。 
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「堀トリプルドクター：お勉強塾」 

認知症について 

 
 

  

 

 



51 

 

 

がんについて 
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オットー・ワールブルク（1931 年にノーベル生理学・医学賞）は、1966 年 6 月 30 日に 

ドイツのリンダウにて行われたノーベル賞受賞者の会にて、以下腫瘍の根本的原因と予防に

ついて発表した。 

 癌細胞の発生の根本的な原因は嫌気的な物である。 

 解糖系でのエネルギーの産生を出来るだけ抑える。 

 細胞内で低酸素濃度下において腫瘍が発達する。 

 解糖系のエネルギー２ＡＴＰが分裂エネルギーである。 

 

がんを縮小させる最低条件の結論 

（１）体温を上げる 

① ミトコンドリアを増やす。 

ミトコンドリアでできるエネルギーの７割は体温の維持に使われる。 

ミトコンドリアを正常にするとがんが消滅する。 

② やや強めの有酸素運動と弱めの運動を交互にする。 

③ 背筋を伸ばす。 

④ 空腹を感じる、寒さを感じる。 

⑤ 深呼吸をする。 

⑥ 頭の上にびん（水を入れたビン３００ｇ～１５ｋｇの間の重さ）乗せする。 

脳脊髄液循環を１分間に１８回にする。（脳神経細胞のミトコンドリアが増える。） 

⑦ 筋肉を弛緩させ、血流を良くする。 

 

（２）ミトコンドリアを増やすための条件 

① ミトコンドリアに良い栄養を与える。 

ミネラルの例として、呼吸で二酸化炭素を排泄するのに脱炭酸酵素が必要で、その酵素

は亜鉛酵素である。そのため亜鉛とビスマス、リン、マンガン、ニッケル、鉄、金、カ

ルシウム、銅、銀、カリウムが必要である。 

その他の酵素活性にもミネラルが必要で、カルシウム、鉄、マグネシウム、マンガン、

ケイ素、ナトリウム、硫黄、亜鉛、リチウム、カリウム、アルミニウム、コバルト、ニ

ッケル、ストロンチウムなど７０種類以上のミネラルが基本形として必須で、この７０

種類以上のミネラル補給にヒューミックシェール（一度根酸で吸収された植物性総合ミ

ネラル）が最も理想的である。 

② ＴＣＡサイクルを動かすために７０種類以上のミネラルが必須。 

③ ビタミンＣが必要。 

④ ビタミンＢ群（ビタミンＢ1、ビタミンＢ2、ナイアシン、パントテン酸、ビタミンＢ6、

ビタミンＢ12、葉酸、ビオチンの８種）が必要。 
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⑤ コリンは、循環器系と脳の機能、および細胞膜の構成と補修に不可欠な水溶性の栄養素

であり必要。 

⑥ タウリンはミトコンドリアの増殖に不可欠。 

細胞を正常状態で保つ作用（ホメオスタシス）。 

胆汁酸の分泌を促成し、肝臓の働きを促す作用。 

肝細胞の再生促進作用。細胞膜安定化作用。 

⑦ αリポ酸・Ｒ体が必要。 

イタリアの Tomassoni(トマッソーニ博士)らは、International Journal of Molecular 

Science（インターナショナル・ジャーナル・オブ・モレキュラー・サイエンス）におい

て、２０１３年２月に発表した。 

『血管の病』である脳血管性認知症に対し効果、 

『脳の病』であるアルツハイマー型認知症に対し効果、 

多数の酵素の補助因子として欠かせない有機化合物である。 

クエン酸回路の補因子としてピルビン酸脱水素酵素の促進、脳血管の抗酸化作用、 

脳の損傷や認知症が改善される。 

「αリポ酸のＲ体とＳ体の混合物」や「αリポ酸のＳ体」は逆に認知症を悪化、 

「αリポ酸のＳ体」はピルビン酸脱水素酵素抑制するのでＮＧである。 

⑧ アミノ酸が必須。 

アミノ基とカルボキシル基の両方の官能基を持つ有機化合物の総称で、タンパク質は 

２０種類のアミノ酸が結合して作られている。タンパク分解物である。 

細胞の構成要素であるタンパク質はアミノ酸からなっている。 

ミトコンドリアもしかりである。 

新陳代謝で常に新しいアミノ酸に入れ替わっている。 

ミネラルもビタミンもアミノ酸の存在下でしか活動できない。 

 

★体がさびる＝酸化＝エネルギーを作る能力の低下＝老化である。 
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健脳 101® 原材料名 

ブトウ糖、たんぱく加水分解物、ヒューミックシェール、サメ軟骨抽出物、チオクト酸(α-リポ酸)、コ

リン含有酵母、クロム含有酵母、亜鉛含有酵母、セレン含有酵母／酸化マグネシウム、塩化カリウム、乳

酸カルシウム、グルコン酸亜鉛、ショ糖脂肪酸エステル、ビタミン C、ビタミン E、硫酸カルシウム、微

粒二酸化ケイ素、クエン酸、ナイアシン、グリシン、タウリン(抽出物)、ピロリン酸第二鉄、グルコン酸

銅、パントテン酸、ビオチン、ビタミン A、アルギニン、ビタミン B12、ビタミン B6、リボフラビン、チ

アミン、ビタミン D、葉酸 

ブドウ糖 エネルギー源 

たんぱく加水分解物 アミノ酸 

ヒューミックシェール 植物性総合ミネラル(キレート化ミネラル約 70 種類含有) 

サメ軟骨抽出物 ＝コンドロイチン 食後血糖上昇抑制作用 

チオクト酸(α-リポ酸) α-リポ酸として 抗酸化作用 

コリン含有酵母 細胞膜の構成と補修 インスリンの分泌補助 

クロム含有酵母 インスリンの働き補助 

亜鉛含有酵母 細胞の修理や修復 

セレン含有酵母 自然治癒力向上 

酸化マグネシウム 骨や歯の形成 

塩化カリウム 高圧利尿剤 

乳酸カルシウム カルシウム補給 

グルコン酸亜鉛 細胞の修理や修復 インスリンの分泌補助 

ショ糖脂肪酸エステル ＝シュガーエステル 増粘剤 

ビタミン C 鉄分、カルシウムの吸収促進 

ビタミン E 抗酸化作用 

硫酸カルシウム 硫黄 カルシウムの補給 

微粒二酸化ケイ素 粒体の変質防御 

クエン酸 各種ミネラルのキレート化 

ナイアシン ビタミン B3 として 皮膚や粘膜を正常に保ち、血行を良くする作用 

グリシン 睡眠の質向上 

タウリン(抽出物) ミトコンドリア活性 

ピロリン酸第二鉄 栄養強化剤 

グルコン酸銅 ヘモグロビン合成 

パントテン酸 ビタミン B5 として 糖・脂肪酸代謝活性 

ビオチン 皮膚や粘膜の健康維持 

ビタミン A 抗酸化作用 視力維持 

アルギニン 成長ホルモン促進 

ビタミン B12 アミノ酸、脂肪酸の代謝 葉酸の生合成 

ビタミン B6 アミノ酸の代謝 神経伝達 

リボフラビン ビタミン B2 として 脂肪、炭水化物、たんぱく質の代謝 赤血球の形成 

チアミン ビタミン B1 として 糖質、分岐脂肪酸の代謝 

ビタミン D カルシウムとリンの吸収促進により骨の強化 

葉酸 ビタミン B9 として 細胞分裂促進 

 


